
「
親
の
世
代
と
子
の
世
代
が
同
じ
地
域
に
住
め
る

街
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
、
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、

現
在
と
未
来
に
責
任
を
持
て
る
行
政
を
心
掛
け
、
一

意
専
心
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

私
が
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
当
時
は
、
ゴ
ル

フ
場
開
発
ブ
ー
ム
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
東

海
環
状
都
市
帯
構
想
が
提
唱
さ
れ
始
め
て
お
り
ま
し

た
。 な

だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
本
市
は
、
ゴ
ル

フ
場
の
適
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
土
地
生
産
性
の
高

い
商
工
業
適
地
で
も
あ
る
と
考
え
、
土
地
利
用
の
基

本
方
針
と
し
て
、
市
議
会
で
「
ゴ
ル
フ
場
で
も
と
い

う
所
は
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ル
フ
場
し
か
と

い
う
所
で
は
、
地
域
振
興
の
た
め
考
え
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
強
い
反
論
や
反
発
が
あ
り
ま
し

た
が
、
誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
続
け
た
結
果
、

最
終
的
に
は
、
温
か
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り

高
度
で
有
効
適
切
な
道
が
開
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
が
開
通
し
、
土
岐

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
開
設
さ
れ
、
土
岐
プ
レ
ミ

ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
進
出
に
続
き
、
有
力
企
業

の
立
地
も
具
体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
泉

町
北
部
で
も
広
大
な
工
業
団
地
ア
ク
ア
・
シ
ル
ヴ
ァ

の
開
発
が
進
み
、
優
良
企
業
の
集
中
立
地
が
期
待
さ

れ
、
東
濃
地
方
活
性
化
の
重
要
拠
点
に
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
総
合
計
画
で
位
置
付
け
さ
れ
て
お
り

ま
す
東
濃
研
究
学
園
都
市
構
想
で
は
、
そ
の
代
表
例

と
し
て
、
自
然
科
学
研
究
機
構
・
核
融
合
科
学
研
究

所
が
開
設
さ
れ
、
世
界
最
先
端
の
研
究
成
果
を
誇
り
、

世
界
の
頭
脳
で
あ
る
学
者
・
研
究
者
が
多
数
本
市
を

訪
問
さ
れ
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

天
然
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
は
、
人
材
こ
そ
が
最

大
の
資
源
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
は
、
科

学
技
術
創
造
立
国
と
知
的
財
産
権
立
国
こ
そ
が
国
是

で
あ
り
、
産
学
連
携
に
よ
る
新
技
術
開
発
が
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

大
切
な
地
場
産
業
と
と
も
に
、
先
端
産
業
の
導
入

に
よ
り
、
産
業
構
造
の
高
度
複
合
化
を
進
め
、
若
年

雇
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
、
少
子
・
高
齢
社
会
を

克
服
す
る
地
域
戦
略
で
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
現
に
、

そ
の
見
通
し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
市
民
生
活
に
密
接
な
関
係
の
あ
り
ま
す
具

体
的
な
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
総
合
計
画
に
従

い
順
調
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

国
や
県
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
治
水
安
全
度
の
飛
躍

的
な
向
上
と
、
中
央
自
動
車
道
と
東
海
環
状
自
動
車

道
が
市
内
で
交
差
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
や
が
て
三
つ
目
の
可
能
性
も
検

討
さ
れ
、
高
速
交
通
体
系
の
重
要
な
結
節
点
と
し
て
、

そ
の
利
便
性
は
急
速
に
高
ま
り
、
国
道
・
県
道
の
幹

線
道
路
の
整
備
も
バ
イ
パ
ス
な
ど
で
進
ん
で
お
り
ま

す
。 ま

た
、
公
共
施
設
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

寒
暖
の
差
が
大
き
く
雨
量
の
多
い
わ
が
国
の
気
候
風

土
を
考
え
、
従
来
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
陸
屋
根

（
平
ら
な
屋
根
）
が
常
識
化
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

建
築
学
的
に
不
合
理
で
あ
る
と
考
え
、
原
則
と
し
て
、

瓦
屋
根
方
式
を
取
り
入
れ
、
雨
漏
れ
の
な
い
建
築
を

目
指
し
、
そ
の
後
、
各
地
の
建
築
モ
デ
ル
に
な
っ
た

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
ま
ず
手
掛
け
ま
し
た
の
は
、
肥
田
中
学
校

で
あ
り
、
そ
の
後
、
土
岐
津
、
濃
南
、
泉
、
駄
知
、

西
陵
の
全
中
学
校
の
改
築
を
は
じ
め
、
体
育
館
、
柔 
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剣
道
場
、
プ
ー
ル
の
整
備
を
進
め
、
小
学
校
で
は
、

下
石
と
泉
の
全
面
改
築
と
各
校
で
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
息
つ
く
間
も
な
く
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
支
所
と
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て

も
、
鶴
里
、
曽
木
、
肥
田
支
所
の
改
築
と
、
鶴
里
、

肥
田
、
下
石
、
泉
西
、
駄
知
、
妻
木
、
土
岐
津
の
公

民
館
を
建
設
し
、
駄
知
体
育
館
の
改
築
も
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
特
色
あ
る
公
民
館
」
と
し
て
、
有
機
的

に
連
携
さ
れ
、
充
実
し
た
生
涯
学
習
が
展
開
さ
れ
る

の
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
は
、
総
合
病
院
建

設
を
は
じ
め
、
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
、
す
こ
や
か
館
、

や
す
ら
ぎ
、
恵
風
荘
、
ひ
だ
ま
り
、
ひ
だ
保
育
園
、

つ
ま
ぎ
保
育
園
、
肥
田
児
童
セ
ン
タ
ー
、
バ
ー
デ
ン

パ
ー
ク
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
や
追
沢
団
地
市
営
住
宅
の
建
設
な

ど
と
と
も
に
、
土
岐
市
駅
を
は
じ
め
、
各
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
事
業
（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
）
を
進
め
、
市
民
バ
ス
の
運
行

も
始
め
、
現
在
は
、
と
き
陶
生
苑
を
風
光
明
美
な
場

所
へ
の
移
転
改
築
を
進
め
、
全
室
個
室
化
を
目
指
し
、

理
想
的
な
整
備
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
産
業
政
策
で
は
、
地
場
産
業
振
興
の
た
め
、

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
、
セ
ラ
テ
ク
ノ
土
岐
、
ど
ん
ぶ
り

会
館
、
美
濃
陶
芸
村
、
国
指
定
史
跡
「
元
屋
敷
陶
器

窯
跡
」
を
中
心
と
す
る
織
部
の
里
公
園
な
ど
の
整
備

や
高
強
度
給
食
用
食
器
の
開
発
や
産
業
観
光
推
進
の

た
め
の
各
種
施
策
を
展
開
し
、
織
部
の
日
記
念
事
業

や
日
本
現
代
陶
彫
展
・
ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展
も
回
を
重

ね
て
開
催
し
、
陶
芸
文
化
の
発
展
と
、
や
き
も
の
の

彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り
を
通
し
て
、
世
界
で
も
ユ
ニ
ー

ク
な
「
陶
彫
の
土
岐
」
の
基
盤
は
、
出
来
上
が
っ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
産
業
構
造
の
複
合
化
を
目
指
し
て
、
企
業

誘
致
の
団
地
開
発
を
進
め
、
下
石
西
山
、
鶴
里
西
ノ

平
、
大
富
北
部
の
各
工
業
団
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立

派
な
企
業
が
多
数
進
出
さ
れ
、
地
域
活
性
化
と
雇
用

拡
大
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

続
い
て
現
在
は
、
土
岐
津
西
山
地
区
と
泉
町
北
部
で

大
規
模
な
有
力
企
業
の
集
中
立
地
の
気
運
が
急
速
に

高
ま
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
道
が

拓
け
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

何
と
し
て
も
、
若
者
の
定
着
が
必
要
不
可
欠
の
要

件
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
生
活
環
境
面
で
は
、
県
下
有
数
の
最
終
処

分
場
に
続
き
、
環
境
セ
ン
タ
ー
と
衛
生
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
美
し
が
峰
の
火
葬
場
と
斎
場
も
立
派
に
完

成
し
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
消
防
・
防
災
面
で
は
、
消
防
庁
舎
・
防

災
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、
南
部
消
防
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
と
濃
南
分
駐
所
も
完
成
し
、

消
防
機
材
や
消
防
水
利
の
整
備
も
進
み
、
消
防
団
活

性
化
の
中
核
拠
点
施
設
も
泉
、
駄
知
、
妻
木
、
土
岐

津
に
完
成
し
、
さ
ら
に
、
下
石
と
肥
田
で
計
画
中
で

あ
り
ま
す
。 

公
園
・
道
路
・
河
川
・
橋
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ
公
園
、

織
部
の
里
公
園
、
学
園
都
市
線
、
泉
北
部
線
、
荒
神

洞
線
な
ど
と
と
も
に
、
国
道
や
県
道
の
バ
イ
パ
ス
建

設
に
努
力
し
、
土
岐
川
を
は
じ
め
、
各
河
川
の
改
修

と
新
土
岐
川
橋
、
永
久
橋
、
神
明
橋
な
ど
の
多
く
の

橋
の
架
け
替
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
上
・
下
水
道

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
複
雑
な
地
形
を
克
服
し
、

上
水
は
、
全
市
給
水
体
制
が
整
い
、
下
水
は
、
高
度

処
理
を
目
指
す
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
公
共

下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
を
適
宜
に

組
み
合
わ
せ
、
下
水
道
普
及
率
は
９
割
に
近
づ
き
、

全
市
水
洗
化
の
見
通
し
も
立
ち
ま
し
た
。 

以
上
、
過
去
を
振
り
返
り
、
市
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
想
い
、
感
慨
無
量

で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
、
夕
張

市
問
題
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
某
経
済
専

門
紙
が
「
自
治
体
破
産
危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発

表
さ
れ
、
全
国
８
０
４
市
・
区
の
中
で
、
半
数
に
当

た
る
ワ
ー
ス
ト
４
０
０
を
公
表
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
当
市
は
、
そ
こ
に
は
入
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

市
民
各
位
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
土
岐
市

の
恵
ま
れ
た
基
盤
の
上
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
信
じ

て
や
み
ま
せ
ん
。 

現在の塚本市長 

ひ
ら 


